















































































































































































































































































































































































































山・大城, 1998; 関, 2003;「郷土」研究会編, 2003; 小

























が完了するのは 1989 年であった．ダムは 2000 年に
着工し，2006 年に完成・湛水が行われた． 














第 1図 増山たづ子の写真アルバム 
注）小原・野部編（2014）より転載． 
 






























































































































































第 3図 西郷村立川谷小・中学校前にある開拓記念碑 
 
 
第 4図 西郷村立川谷中学校のジャージ 
 































































































































とも多い（図 8 図）． 
 
 


















































ションから読み取ることは難しい（第 9 図）． 
 
 










































 戦争に関わる写真は 2 枚で，どちらも，茨城県内
原（現水戸市）にあった満蒙開拓青少年義勇軍訓練
















































いる．A 家（第 13 図）では，写真はそのまま保管さ
れ，マジックペンで日付と，家族の年齢が書き込ま
れている．E 家（第 14 図）では，家族アルバムに写
真が収められている．A 家の写真のほうが，引き伸
ばしサイズが大きい． 















































































第 17図 開拓誌の写真―学校林の作業 
 



























































代である B 氏（1926 年生まれ），B 氏の妹である C
氏（1933 年生まれ），C 氏の息子にあたるD 氏（1956
 




年生まれ）の 3 人に，同時に行った． 
 A 家からは，「昔の写真」と A 家の 3 人と思われ
る写真が共有され，その写真の束を元にインタビュ
ーが行われた．インタビューに持参いただいた写真
は 7 枚で，うちモノクロの写真が 4 枚，残りが 3 枚
である．A 家の写真は多くはない．「建て替えのとき













 A 家の写真のうち，ここでは 2 枚の写真を取り上
げたい． 










































（Kuhn, 1995; Walkerdine, 1990）とも整合的である． 
 第 21 図の写真は，集合写真である．20 代の青年
































 E 家へのインタビューは 2 回実施した．1 回目の
インタビューの対象は，現在牧場の経営を行ってい
る，入植世代の両親を持つ男性の F 氏（1962 年生ま
れ）．2 回目のインタビューは，F 氏と，兄弟の中で
末の長男である F 氏の姉にあたる G 氏（1956 年生
まれ）の 2 名である． 
 
 









真を 6 枚ずつ収めることができるアルバムである． 













第 23図 E家のアルバム―入植間もない独身時代の写真 
 
 




















第 25図 E家のアルバム―正方形の写真 
 



































第 26図 E家のアルバム―子どもの写真 
 
 長女（G 氏），次女，長男（F 氏）の誕生という家
族の構成員の増加を，アルバムは保存している（第










の中で行われた．第 25 図の最上段右から 2 番目の
写真に写っているじゃがいも畑で，隣家と共同でじ













































































































































時期はあまり長くない．20 世紀を通じて 1 家庭に 1

















































































6）増山は 1978 年に愛知県で，1984 年に東京で写真展を開
くなど，生前少なくとも 4 回の写真展示を行っている． 
7）朝日新聞デジタル 2018 年 11 月 1 日「ダム湖に沈んだ
古里 増山たづ子写真展，被災地でも反響」https://www.
asahi.com/articles/ASLBT748CLBTOIPE034.html（2019 年
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